
 一般名処方の調剤に関するヒヤリ・ハット事例のうち、「薬剤取違え」の事例が１７６件報告されて
います（集計期間：２０１６年１月１日～１２月３１日）。このうち、異なる成分の医薬品と取り違
えた事例で複数回報告された医薬品の組み合わせを「主な薬効」とともに以下に示します。

注１　２０１７年１月よりゲンタマイシン硫酸塩軟膏０.１％「Ｆ」に名称変更になった。
注２　報告された事例には製造販売会社名が記載されていなかったため正式な医薬品名は不明である。
※１「主な薬効」とは、その医薬品が対応する個別医薬品コード先頭３桁の医薬品分類を示す。
※２　薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成２８年年報　１１３頁　図表２－９をもとに作成した。

医薬品名 医薬品名

主な薬効が異なる組み合わせ

化膿性疾患用剤 鎮痛、鎮痒、収斂、消炎剤

【般】ゲンタマイシン硫酸塩軟膏０.１％ 【般】ベタメタゾン・ゲンタマイシン配合軟膏

エルタシン軟膏０.１％注１ デルモゾールＧ軟膏

ゲンタシン軟膏０.１％ リンデロン－ＶＧ軟膏０.１2％

主な薬効が同じ組み合わせ

鎮痛、鎮痒、収斂、消炎剤

【般】クロベタゾン酪酸エステル軟膏０．０５％ 【般】クロベタゾールプロピオン酸エステル軟膏０．０５％

キンダベート軟膏０．０５％ デルモベート軟膏０．０５％

　クロベタゾン酪酸エステル軟膏０．０５％注２ デルモベート軟膏０．０５％

主としてグラム陽性・陰性菌に作用するもの

【般】セフジトレンピボキシル錠１００ｍｇ 【般】セフジニルカプセル１００ｍｇ

セフジトレンピボキシル錠１００ｍｇ「サワイ」 セフゾンカプセル１００ｍｇ

セフジトレンピボキシル錠１００ｍｇ「ＣＨ」 セフジニルカプセル１００ｍｇ「ＪＧ」

催眠鎮静剤、抗不安剤

【般】ロラゼパム錠１ｍｇ 【般】ロフラゼプ酸エチル錠１ｍｇ

ワイパックス錠１．０ メイラックス錠１ｍｇ

ロラゼパム錠１ｍｇ「サワイ」 ロフラゼプ酸エチル錠１ｍｇ「サワイ」

血管拡張剤

【般】一硝酸イソソルビド錠２０ｍｇ 【般】硝酸イソソルビド徐放錠２０ｍｇ

一硝酸イソソルビド錠２０ｍｇ「トーワ」 硝酸イソソルビド徐放錠２０ｍｇ「サワイ」

一硝酸イソソルビド錠２０ｍｇ「サワイ」 硝酸イソソルビド徐放錠２０ｍｇ「サワイ」
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一般名で処方された医薬品と異なる成分の医薬品を調剤した事例
❷ 一般名処方に関する事例

※薬局ヒヤリ･ハット分析表は、薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業（厚生労働省補助事業）において収集された事例をもとに、本事業の 
　一環として総合評価部会の専門家の意見に基づき、医療事故の発生予防、再発防止のために作成されたものです。本事業の趣旨等の詳細に
　ついては、本事業ホームページをご覧ください。http://www.yakkyoku-hiyari.jcqhc.or.jp/
※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証するものではありません。
※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者に義務や責任を課す目的で作成されたものではありません。


